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　　主　　題（2018 ／ 2019）
国 際 会 長　　「私たちは変えられる」　
アジア太平洋地域会長　　「アクション！」　
西 日 本 区 理 事　　「未来に残すべきものを守り育てる」
中 部 部 長　　「ワイズ総活躍中部」
名古屋クラブ会長　　「クラブライフで平和を広めよう」

2018 〜 2019　10 月号　(No858）

在　　籍� 21 名

第 1例会� 15 名

　　メネット� 0 名

ゲスト・ビジター�� 6 名

第 2例会� 11 名

　　メネット� 0 名

　　ゲスト� 0 名

メーキャップ� 0 名

出席率� 80.9%

9 月クラブ出席 B　　　F

切手� 0pt

現金� 0pt

小計� 0pt

切手� 0pt

現金� 0pt

合計� 0pt

9
　
月

累
計
（
7
〜
9
月
）

小　尾� ○

可　知� 　

川　口� ◎

川　本� ◎

河　部� ○

鬼　頭� 　

木　本� ○

久保田� ◎

塩　田� ◎

鈴木（貞）� 　

鈴木（学）� ◦

相　馬� ◎

谷　川� ○

常　川�

中　村� ○

西　村� ◎

平　野� ◦

広　瀬� ◎

深　谷� ◎

義　井� ◯

渡　辺� ◎
9　月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2018 年 10月 16日㈫ 7:00p.m. 〜 8:00p.m.
ところ：名古屋YMCA
プログラム：上半期プログラム　　その他

　１年前名大病院の医師からがん宣告を受けてから今年５月末
に完快の沙汰を受けるまで８ヶ月の間、人生を振り返る時を与
えられ、自我に目覚めてからの６７年の道のりに、思いを巡ら
せることが出来て心から天に感謝します。
①勉強できなくても整理整頓　②衣食住足りて最後に残った
お金が本当の財産　③約束できない約束はしていけない　④酒
を飲んでも几帳面に　⑤商人の本分（仕入れ先、お客様、自分
自身、の満足）を忘れず、命と引き換えの商道を究める事　⑥
世界の中の日本人の矜持をいつも忘れない事。の六つの家訓を
幼稚園のころから叩き込まれた父、祖母を思い、出来が悪かっ
たなあと思いました。
　病院のベッドで見た三途の川の夢は何故見たのかな〜と考え
ると小さい頃から正月の神社詣で、先祖の墓参り、法事等、又、
幼稚園（寺経営）の時の行事での仏教に諸事に関わったのが身
に染みていたんだなあと思いました。私達は後戻り出来ない毎
日を送っています。歴史に if( もし ) はあり得ませんが、もう
一度人生のやり直しが出来たとしたら（同じ人生しか与えられ
ないとしたら）あなたはその人生を歩みますか？不満足だった
人生を他に原因を転嫁していませんか？すべての原因と結果は
自分自身が作り出していることに気付くべきと思います。私は
第三の人生を神様から与えられました。時速 1670㎞で進む地
球号と共にみな平等に棺桶に向かっていることを覚え（世の為
人の為自分自身の為）無償の愛と奉仕の精神で、東の空を仰ぎ
つつ日々精進していきます。どうか共にそれぞれの道を歩みま
しょう。

死の恐怖に接して
　河　辺　　薫

会　　長　深谷　聡

副 会 長　平野　実郎

書 　 記　鈴木（貞）　川本　

会　　計　川口　塩田　
ブリテン　平野　久保田　

10 月例会プログラム

と　き：2018年10月9日 (火)7:00p.m.〜8:30p.m.

ところ：�名古屋ＹＭＣＡ

　� � � � 司　会　常川春生君

開会宣言　� 　　　��� � 会　長　深谷　聡君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷� � 川口　恵さん

食　事�

プログラム：

　　学童キャンプ　ちゃん爺奮戦記�

　　　　　　　　　　　　　渡辺　真悟君

諸報告

ハッピーバースデイ

ドライバースピーチ� � 西村　清君

YMCAの歌

閉会宣言　� 　　　��　　　　会　長　深谷　聡君

11月号　原稿担当者
巻頭言　川本龍資君　第一例会レポート　塩田　保君

　

第１例会（9/11）
　《ゲスト》重盛まなみ・太田真由
　　　　　　　（名古屋YMCAスタッフ）
　　　　　福原汐音・宮原萌恵・今井千尋・宮田真奈
　　　　　　　（日韓ユースセミナー参加者）

名古屋 YMCA 大会（9/29）
　　　　　川本、河辺、久保田、相馬、谷川、中村
　　　　　西村、義井、渡辺



(2)

■■■� �第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き；2018 年 9月 11日 ( 日 )pm7:00 〜 8:30

ところ；名古屋 YMCA　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　周到な準備を重ねて迎えた８／１６〜１９　３泊４日の日

韓ユースセミナーの体験は、簡潔に印刷された報告書が用意

され、明るく和気あいあいの笑顔に包まれながら参加者全員

により熱っぽく語られました。各人の報告の中から特に強烈

な印象の残った話題をとりあげ今回のセミナーの特色として

紹介します。

　参加者は全員女性で、高校生１名、大学生２名、社会人２

名にスタッフ２名と深谷聡団長の８名。前回までの経験者が

殆どで、この種の国際集会にしては珍しく「言語の壁」を乗

り越えて意思の疎通が図られ、両国の文化についても互いに

自覚的積極的な姿勢が強く表現されていた。日本側参加者に

は、自らの進学について韓国の大学を強く希望をしたり、将

来は両国親善の架け橋になりたいと明言する等。更には来年

度のセミナーにも必ず参加するとの決意を表明する等自覚的

関心の高まりが随所に表現され心強いことでした。また事前

研修に招かれた在日韓国ＹＭＣＡ　田附和久氏の講義は両国

間の歴史認識に関してＹＭＣＡの役割をめぐり認識を更に深

める極めて効果的な勉学の機会となりました。

人格形成期を生きる若い世代がユースセミナーに積極的に参

加し、それぞれが計画の趣旨に理解を深め互いの協力のうち

に有意義な時を過ごすならば、個人の生き方に価値ある変化

が生じることは容易に予測出来るところであります。今回の

参加者にもこうした人格的成長（変化）が認められ、中村総

主事は実例を挙げて参加者の成長を評価し感謝を表明されま

した。個人の成長と合わせて社会の変革に資することは、Ｙ

ＭＣＡの諸事業計画に込められた基本的願いであります。次

年度にも引き継がれるこの日韓ユースセミナー計画が力強く

準備されることを願ってやみません。

（木本精之助）

『喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。互いに思いを一
つにし、高ぶらず、身分の低い人びとと交わりなさい。自分を賢
い者とうぬぼれてはなりません。』

ローマの信徒への手紙１２章１５〜１６節

西　村　　清

　泣く人と共に泣くことは、ある意味でそんなに難しいこと

ではありません。悲しんでいる人、苦しみを覚えている人の

ことを思い、同情の気持ちも働いて、素直な気持ちで共に泣

くことができるかもしれません。しかし喜ぶ人と共に喜ぶの

はどうでしょうか。人が高い評価を得て、皆から褒められ、

幸福に浸っている時、素直に共に喜べるでしょうか。どちら

かというと「嫉妬心」が働き、妬みの気持ちがわきおこり、

表面的には喜ぶ体裁を示しながら、内心は穏やかではありま

せん。なかなか喜ぶ人と共に喜べないのです。

　このような本性を人間はもっていますが、どんな人とも交

わり、高ぶらず、うぬぼれず、思いを互いに一つにするよう

にパウロはこのローマ書で勧めているのです。

　しかし共に喜び、共に泣くということでは心しなければな

らにことがあるように思うのです。滋賀県の能登川にありま

す止揚学園の創立者の福井達雨先生がその著書の中で書いて

おられますが、この知能に重い障がいを持つ人たちが生活し

ている施設に多くの方が見学にこられます。ある時、親子で

見学に来られたお母さんが我が子に、「見てみなさい。可愛

そうに」と同情しながら、自分の子どもがこの子たち（知能

に重い障がいを持った子たち）のようでなくてよかったと言

われたというのです。本当にひどい話です。私たち、どうい

う思いで、このような重い障がいをもった人々と向き合うの

かが問われているように思うのです。



(3)

■■■� �第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き；2018 年 9月 18日 ( 火 ) 午後７時�〜�8 時 30分
ところ；名古屋ＹＭＣＡ５Ｆ

１．上半期第一例会予定の件
　1-1. １０月度（１０月９日）
　　�渡辺真悟メンによる「名古屋ＹＭＣＡ学童キャンプ：ちゃ

んじい奮戦記」と題し、今夏実施された学童キャンプ
2018 の参加報告の卓話例会とする。

　1-2. １１月度（１１月１３日）
　　�１１月に予定されていた「名古屋ＹＭＣＡ日本語学院留

学生との交流例会」の学校側との調整が不十分な為、時
期をずらす事とした。（日本語学院留学生の支援につい
ては、中村総主事と相談の上方向性を決めていく事とす
る。→深谷会長主導）よって、１１月度の例会卓話者は
今から検討し、１０月決定する。

　1-3. １２月度（１２月９日（日））
　　クラブクリスマス特別例会
　　会場：「ホテル名古屋ガーデンパレス」（中区錦）
　　時間：�午後５時〜５時半「クリスマス礼拝」ホテル内チャ

ペル
　　　　　午後５時半〜７時半「クリスマス例会+祝会」　
　　　　　４０名収容部屋を仮予約済み
　　　　・�詳細プログラム、招待者等については、次月以降

の例会にて打合せていく。

２．ＹＭＣＡ会員活動プログラムの件（１０月以降）
　2-1.�名古屋ＹＭＣＡ・南山幼稚園バザー（10月 28日（日））
　　　�今年度は模擬店にて「ラーメン屋さん」を出店。下ご

しらえ、材料・機材手配は谷川メンに段取りいただく。
（150 食分）バザー当日の調理要員４名〜５名（湯切
り、スープ、かやく乗せ、注文・受け渡し）をクラブ
メンバーの皆さんで実施をお願いする。

　・集合時間：朝 9：00（バザーオープンは 10：00）
　・�材料費約 10,000 円〜 13,000 円は、名古屋クラブ会計
より支出（売上全額をＹＭＣＡに寄付）

　2-2. 名古屋ＹＭＣＡチャリティーラン（１１月３日（土））
　　　�今年度も、チームレース２チーム分の登録費、ラッフ

ル券と、当日の「みたらし団子」提供の奉仕を実施する。
材料・機材の段取りは、平野メンにお願いする。集合
時間など詳細は、１０月度例会にて連絡する。

３．次期会長候補選出の件
　3-1.��次期（2019-20）中部部長（深尾メン・南山クラブ）

キャビネットより、次期クラブ会長の通知要請有り。
本日の第２例会にて審議したところ、「深谷聡現会長」
継続を要望する声が圧倒的で有り、深谷会長もこれを
承諾いただけたので、最有力候補として連絡すること
とした。

　　　１０月第一例会にて今件を皆さんに諮り、決定する。

４．その他
　4-1.�中部部会（10/6）はクラブより１５名参加エントリー

済み。会費は塩田会計まで（１万円）
　4-2.�大阪クラブ９０周年記念例会（11/10）への参加を

１０月第一例会にて募る。「親クラブ」のお祝いなの
でなるべく大勢での参加を期待する

　4-3. ワイズポテトの件
　・引取り日：１０月２０日（土）午後２時〜南山ＹＭＣＡ
　・�支払い：ご注文者には別途メールにて金額をお知らせす
る。１０月第一例会にて集金する。

（川本龍資）
　　�

YMCA ニュース

南区の鶴里にて、児童発達支援・放課後デイサービスを行う
「発達サポートYMCAつるさと」が新たにオープン致します。
運動や創作、野外活動など様々なプログラムを通してコミュ
ニケーション能力や適応行動力を身につけ、のびのびと成長
でき、安心できる居場所づくりにも努めます。

YMCA　10 月の予定
10 月１日（月）「発達サポートYMCAつるさと」開設
10 月 28 日（日）南山バザー　時間：10：00 〜 15：00　
　　　　　　　場所：南山幼稚園・南山ファミリーYMCA
11月 3日（土）�チャリティーラン　
　　　　　　　時間：10：00 〜 15：00　場所：名城公園

国際組織であるワイズの一員として、一人一人がワイズの発展に貢献いたしましょう。

中井　信一　国際・交流事業主任　（奈良クラブ）

西日本区強調月間リスト　10 月　BF EF
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　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別メネット会員は年額24,000円です）できるだけ6ヶ
月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ納入される方
は7月、10月、1月、4月に納入して下さい）
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

メン　10月 27日　深谷　　聡君　

大阪クラブ９０周年記念例会のお知らせ

と　き　：　２０１８年１１月１０日（土）

ところ　：　大阪土佐堀ＹＭＣＡ

会　費　：　６, ０００円

日本最初のワイズメンズクラブであり、名古屋クラブ

の親クラブでもあります。参加希望者は１０月第一例

会に深谷会長に連絡してください。

第５回 YMCA 大会　報告

　９月29日(土)午前10時30分から上前津のローズコー

トホテル３階にて、第５回 YMCA大会が開催され、９名

(中村総主事を含む )の名古屋クラブメンバーが参加しま

した。

　開会礼拝は、日本キリスト教団名古屋中央教会の草地牧

師による「イエスキリストの精神」と題してのメッセージ

でした。草地牧師は、父親が YMCAスタッフだったこと

もあり、YMCAとは所縁が深いうえに、YMCAの歴史を

踏まえられ、キリストの教えを YMCAがよく具現してい

るという希望を抱かせるお話でした。永年会員表彰では、

渡辺ワイズが 10 年表彰を受けました。YMCA活動報告

の後は、YYYフォーラムとして　NPO法人いのちを繋ぐ

プロジェクト代表の小崎麻痢絵氏による「ヘルプマークを

知っていますか？優しさでつなぐ、健常者と当事者」と題

する基調講演でした。小崎氏は、骨髄異形性症候群という

難病に2014年に発病、余命５年と宣告されたのを契機に、

終活サービス事業を立ち上げ、ヘルプマークの普及活動を

開始されました。内部疾患を抱える人というのは、見た目

は病人と思われにくい、ヘルプマークをつけている人をみ

かけたら、ちょっとした場面、ちょっとしたヘルプをして

くれる人を一人でも増やしていきたいと語られました。私

たちワイズメンとしては、ヘルプマークの普及と、自らヘ

ルプ者となることは勿論、ヘルプ者を増やすよう、共に力

を尽くしていきたいと思いました。� （谷川　修）

ブリテン委員よりお願い

　毎月会員の皆様のお手元にブリテンを郵送しており

ますが、紙媒体ではなくデジタルでのブリテンを希望

する声がございます。

　今後のブリテンの在り方等を 10月第１例会にいろ

いろとご意見を頂きたいので、宜しくお願いします。

※尚、当面は現行のままでブリテンを発行致します。


